
 

 

平成３０年７月１２日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

平成 30年度第 1回生命倫理研究会/公開セミナー 

Values Across The Life Span: Duties to The Elderly in an Aging World 

生涯を通じての価値：高齢化社会における老人に対する義務 
 

この度、生命倫理研究会では、外部の識者をお招きして公開セミナーを開催いたします。

今回の講師は、ワシントン大学医学部生命倫理学・人文学分野教授のナンシー・ジェッカ

ー先生です。 

ジェッカー先生は、長年にわたり医療倫理学をご専門に研究されており、今回、"Values 

Across the Life Span:Duties to The Elderly in an Aging World"と題して超高齢化社会

におけるライフステージと価値についてご講演いただきます。 

多くの方のご参加を賜りたく、広く一般の方へお知らせいただくとともに、当日の取材

方、よろしくお願いいたします。 

※生命倫理研究会とは、人文社会科学系と生命科学系の研究者が同じテーマで研究討議

を行う、大変ユニークな研究会です。 

記 

 

【日  時】平成 30年 7月 21日（土）13：00～15：00 

【場  所】熊本大学くすの木会館レセプションルーム（熊本市中央区黒髪 2丁目 40番 1

号 黒髪北キャンパス内） 

【対  象】一般の方（興味がある方はどなたでも）、学生、研究者等 

＊講演は英語になりますが、配布資料には日本語訳を付し、意見交換では

通訳が入ります。  

【参 加 費】無料 

【申込方法】当日、会場までお越しください。事前申込みが可能な方は、7月 20日（金）

までに、ご所属とお名前を、下記問合せ先までお知らせください。なお、E-mail

で申込みの際は、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入ください。 

       

※詳しくは別紙チラシまたはホームページをご覧ください。 

 

国立大学法人熊本大学 

【問合せ先】 

熊本大学大学院先導機構ＵＲＡ推進室 

TEL：096－342－3148 

Mail: research-coordinator@jimu.kumamoto-u.ac.jp 



生涯を通じての価値：高齢化社会における老人に対する義務

人口の高齢化は日本だけでなく世界全体の問題
です。我々は、長期的な医療・ケアを可能にする
医療資源の確保、質や効率を重視した診療の推進、
各世代に医療資源を公平に配分する制度の構築と
いった課題に直面しています。そのような中、超
少子高齢化社会となる日本の保健医療問題への取
組みや国際貢献は世界から注目されています。

今回はワシントン大学のナンシー・ジェッカー
先生に“ライフステージと価値”と言うテーマでご
講演いただき、我が国も含めた高齢者医療・介護
において重視すべき価値について、日常生活や行
政・社会レベルといったさまざまな観点から意見
交換・議論を行う予定です。

多くの方のご参加をお待ちしております。

熊本大学生命倫理研究会 平成30年度第1回公開セミナー

7/21Sat
13:00-15:00
くすのき会館

レセプションホール

入場
無料
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問合せ
熊本大学大学院先導機構ＵＲＡ推進室
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講演は英語になります
が、配布資料には日本
語訳を付し、意見交換
では通訳が入ります。

熊本大学生命倫理研究会

講演：40分 意見交換：70分

くすのき会館
レセプションホール

熊本大学黒髪北キャンパス
熊本市中央区黒髪2丁目40-1

Values Across The Life Span: 
Duties to The Elderly in an Aging World

Ph.D., Professor
Department of Philosophy, Washington University 

日本語
ＯＫ！

オーガナイザー

門岡 康弘
熊本大学大学院生命科学研究部
生命倫理学分野


